
（別 紙） 

 

玄海原子力発電所３号機脱気器空気抜き管からの蒸気漏れの対策について（概要） 

 

１．当該管への対応 

  貫通孔が確認された当該管１本を含む全１６本について、配管、外装板及び保温材の取

替えを実施しました。 

 

２．今後の取組み 

（１）点検・巡視時における意識向上のため、以下の教育を繰返し実施する。 

   ・僅かな変化でも、その先には機器の故障が潜んでいるとの認識を常に持つ。 

   ・異常の兆候を発見した際には、組織内での活発な報告、共有を行う。 

（２）点検、保守内容を見直す。 

   ・使用環境を考慮した、屋外の外装板及び保温材の取替計画を策定する。 

・外装板及び保温材が施工されている屋外配管の、計画的な点検計画を策定する。 

（３）外装板等の経年変化から異常の兆候を把握するためのチェックシートを用いた点検を

実施する。 

（４）必要な処置を判断する仕組みを構築するため、異常を未然に防ぐ教育を行い、僅かな

変化を気付き事項として認識できるようにし、新たに設ける会議体で収集・集約を行

うとともに、過去の慣例にとらわれることなく、様々な視点での確認を実施する。 

 

３．専門家の意見等を踏まえた、今後の更なる取組み 

佐賀県により開催された「玄海原子力発電所３号機２次系設備からの蒸気漏れに関する 

専門家の意見聴取会」において頂いたご意見等を踏まえ、以下の更なる取組みを行います。 

 （１）当該管を含む脱気器廻りの屋外配管の範囲について、雨水浸入などに対する信頼性 

を向上させる観点から、ステンレス鋼への取替えや屋根設置等に取り組んでいく。 

（２）錆の発生や進展に対する知見を深めるとともに、その知見を点検・取替の計画策定に

反映する。 

（３）沿岸部であることを考慮し、外装板のメッキ方法や配管の防錆塗装の知見を収集する。 

（４）外装板取付け方法の最適化について検討する。 

（５）覆われて見えない設備に対する非破壊検査方法の知見の収集・活用を行う。 

（６）当該管の断面観察を行う。 

 

 

以 上 






















































